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                              ＾   〃一〇〃→0で（2）に収束することがいえるのでllθ。〃一θ舳iト0で結局θM市θ。がいえる．詳細は
T．Ozaki（1985）“Statistica1identi自。ation of storage mode1s with app1ication to stochastic
hydro1ogy”Res．Memo No．286，to apPear in Water Resources Bu11etin，を参照．
               非ガウスフィノレターの構成
                              北 川 源四郎I
 次のようなシステム方程式および観測方程式で表現される非線形システムが与えられているものと
する．
                  κ，、＝∫（κ’、一。）十9（V王、）
 （1）










     一期先予測（COnvO1utiOn）
（・）  力（ル1馬一∫力（ル1ルー1）力（ルー11篶一1）・ルー1
     フィルター（ベイズの定理）
 （3）     力（x，、lKユ）＝C・力（ツ，王は，、）力（κ，ユ1γ，エ．1）
同様にして
（・）  ／（小）一／（＾）∫伽・κ怜：l1，ル）机十1
によって非ガウススムーザーも実現できることが分かった．
 この非ガウスフィルタを用いて，ピリオドグラムの平滑化および時問的に変化する分散の推定を行
なった．ω手エ～logλ2，o，工～ガウス分布又はコーシー分布として得られた結果は従来のカルマンフィル
ターによるものとはかなり異っている．
 高次元の非ガウスフィルターを利用すれば，①非線形モデルの推定および状態推定，②タンクモ
デルの様な非線形微分方程式で表現されるモデルの同定および状態推定，③疑似周期を持つ時系列の
基本波形と位相，振幅への分解だとが可能となる．
